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学
生
便
覧

基幹工学部機械工学科電気電子通信工学科応用化学科

11学学年年 22学学年年 33学学年年 44学学年年

◎情報リテラシー

◎材料力学１

◎機械力学１

材料力学２

機械力学２

品質管理

Intro. To Manuf. Eng.

機械材料１ 機械材料２ 固体力学

◎機械加工 塑性加工特殊加工 溶融加工

プラスチック成形加工

製図、CAD、機械工作などの実習により実践的
能力を身に付けると共に、実験科目によって座
学で学んだ知識をより深く理解する。

◎フレッシュマンゼミ

◎機械工作実習（※）

◎機械要素・製図基礎

機械加工工房Ⅰ

フォーミュラ工房Ⅰ

◎機械ものづくり概論

◎機械ＣＡＤ（※）

◎実用機械製図

機械加工工房Ⅱ

フォーミュラ工房Ⅱ

◎機械工学実験１

◎機械設計１

機械加工工房Ⅲ

フォーミュラ工房Ⅲ

プロダクトデザイン工房Ⅲ

機械創造演習

機械加工工房Ⅳ

フォーミュラ工房Ⅳ

プロダクトデザイン工房Ⅳ

インターンシップ

機械設計２

機械加工工房Ⅴ

フォーミュラ工房Ⅴ

プロダクトデザイン工房Ⅴ

◎研究分野ゼミ

◎卒業研究Ⅱ

機械加工工房Ⅵ

フォーミュラ工房Ⅵ

プロダクトデザイン工房Ⅵ

旋盤製作、フォーミュラ車両開発、デザインプ
ロセス体験、自動運転などを通じて、工学の
複雑な課題を解決する能力を身につける。

春春 秋秋 春春 秋秋 春春 秋秋 春春 秋秋

学学
科科
専専
門門
科科
目目

共共
通通
教教
育育

専専
門門
教教
育育

◎数学・物理Ⅰ・工学基礎物理実験・(化学Ⅰ)

◎リーディングスキル 英会話・上級英語・プレゼンテーション

物理Ⅱ・応用解析・確率論・統計学

基基
礎礎
・・
応応
用用
科科
目目

実実
験験
実実
習習

実実
践践

◎機械工学実験２

キャリアデザイン

基幹工学部 機械工学科カリキュラムマップ

1学学年年：：基基盤盤科科目目とと実実習習 2学学年年：：専専門門基基礎礎とと実実験験・・設設計計 3学学年年：：専専門門応応用用とと実実践践演演習習 4学学年年：：実実践践力力ととししててのの卒卒研研

工学を学ぶために必須となる基盤としての
物理・数学・英語・情報を学ぶ。

◎：必修科目
※：春秋開講

機械工学科のカリキュラムは、以下のような考え方で、設定されています。
1学年は、共通教育科目を中心に、機械工学を学ぶための基盤となる理数系科目・環境系科目を修得します。併せて、製図、CADおよび工作実習に取り組み、機械系技術者に必要とされる技術を実習を通して身に付けます。
2学年は、「四力」と呼ばれる機械工学の基礎科目：「材料力学」「機械力学」「流体力学」「熱力学」を学び、また、モノづくりの基本を学びます。座学で学んだ知識を実験科目により深めます。
3学年は、機械工学の専門応用科目として各分野の専門科目を配置します。自分の目指す技術者像を見据えて、それぞれの専門分野をより深く学びます。
4学年は、ここまでに学んだ知識と修得した技術の実践の場として、卒業研究に取り組みます。卒業研究では少人数の研究室で、個別のテーマに対して直接、教員から指導を受け、課題に対して自律的に取り組む能力を身に付けます。
また、実践能力育成の科目として、カレッジマイスタープログラム「機械加工工房」「フォーミュラ工房」「プロダクトデザイン工房」「知能化モビリティ」「温故知新ものづくり学」などが選択可能です。

知能化モビリティⅠ 知能化モビリティⅡ 知能化モビリティⅢ 知能化モビリティⅣ 知能化モビリティⅤ 知能化モビリティⅥ

物理体感工房Ⅰ 物理体感工房Ⅱ 物理体感工房Ⅲ 物理体感工房Ⅳ 物理体感工房Ⅴ 物理体感工房Ⅵ

ﾁｰﾑﾜｰｸとｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ

温故知新ものづくり学Ⅰ 温故知新ものづくり学Ⅱ 温故知新ものづくり学Ⅲ 温故知新ものづくり学Ⅳ 温故知新ものづくり学Ⅴ

◎電気電子工学基礎

ソフトウェア基礎

メカトロニクス

アクチュエータ工学 制御工学計測工学

◎熱と流体の力学 熱力学

流体力学 応用流体力学

◎環境とエネルギー

伝熱工学

内燃機関

マーケティング概論

知的財産管理

デザイン概論 人間工学エンジニアリングデッサン

倫理と技術

【【エエルルゴゴノノミミククスス・・工工業業知知財財】】

【【セセンンシシンンググ・・機機械械情情報報学学】】

【【熱熱流流体体工工学学・・ササスステティィナナブブルル工工学学】】

【【生生産産工工学学・・加加工工学学】】

【【材材料料・・材材料料力力学学・・機機械械力力学学】】

【【機機械械工工学学概概論論】】

◎データサイエンスとAI

機機械械工工学学応応用用科科目目

プロダクトデザイン工房Ⅰ プロダクトデザイン工房Ⅱ

【生産技術系応用科目】材料の加工法や
生産技術の実践的知識を学び、新素材
や新加工法を開発するための基礎力を
身につける。

【エネルギー・制御系応用科目】動力機器
の効率化やエネルギーの有効利用のた
めの知識を学ぶ。機械の機構、制御、計
測の知識を修得し、機械の高機能化に必
要な能力を身につける。

【デザイン・設計系応用科目】工業デザイ
ンの知識を学び提案力を身につけ、製品
を具現化させる機構開発や構造解析およ
びCAD/CAM/CAEを用いた設計手法を
学ぶ。

◎卒業研究Ⅰ

C
M
P

資源環境論

機械技術史

◎機械の研究

－
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学
生
便
覧

基幹工学部機械工学科電気電子通信工学科応用化学科

1
年

に
お

い
て

は
、

 

春
学

期
に

、
大

学
生

活
へ

の
導

入
科

目
と

し
て

担
任

制
の

少
人

数
ク

ラ
ス

で
行

わ
れ

る
「

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
ゼ

ミ
」

を
通

じ
て

、
本

学
に

お
け

る
履

修
方

法
や

、
大

学
生

と
し

て
の

学
習

方
法

に
つ

い
て

理
解

し
ま

す
。

ま
た

、
共

通
教

育
科

目
の

履
修

を
通

じ
て

、
専

門
科

目
を

理
解

す
る

た

め
に

必
要

な
基

礎
学

力
と

、
社

会
人

と
し

て
の

教
養

を
身

に
付

け
ま

す
。

 

「
電

気
電

子
通

信
工

学
の

基
礎

Ⅰ
（

1
年

春
学

期
）
」
お

よ
び
「

電
気

電
子

通
信

工
学

の
基

礎
Ⅱ
（

1
年

秋
学

期
）
」
で

は
、

4
年

間
を

通
じ

て
電

気

電
子

通
信

工
学

科
で

学
ぶ

専
門

科
目

の
内

容
を

俯
瞰

す
る

こ
と

で
、
各

自
の

学
び

の
道

筋
を

つ
け

ま
す

。
ま

た
、「

電
気

回
路

基
礎

」
お

よ
び
「

電

気
回

路
基

礎
演

習
」

を
通

じ
て

、
工

学
的

な
現

象
を

定
量

的
に

理
解

す
る

習
慣

を
身

に
付

け
ま

す
。

さ
ら

に
、

研
究

に
興

味
の

あ
る

学
生

は
、

1

年
秋

学
期

か
ら

研
究

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
Ｅ

Ｅ
Ｃ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

受
講

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

 

 2
年

に
お

い
て

は
、

 

数
多

く
配

置
さ

れ
た

電
気

電
子

通
信

工
学

の
専

門
基

礎
科

目
を

通
じ

て
、

専
門

分
野

を
学

修
す

る
た

め
の

基
礎

知
識

、
お

よ
び

現
象

を
定

量
的

に
思

索
す

る
力

に
磨

き
を

か
け

ま
す

。
専

門
基

礎
科

目
は

、
電

気
・

電
子

・
通

信
工

学
を

学
修

す
る

に
あ

た
っ

て
共

通
し

て
必

要
に

な
る

技
術

者

と
し

て
の

根
幹

を
な

す
内

容
を

学
び

ま
す

。
ま

た
、
「

電
気

電
子

通
信

工
学

実
験

Ⅰ
（

2
年

春
学

期
）
」

や
「

電
気

電
子

通
信

工
学

実
験

Ⅱ
（

2
年

秋

学
期

）
」
、
「

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
基

礎
」
「

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
基

礎
演

習
」
（

2
年

春
学

期
）

に
よ

り
、

計
測

器
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
を

使
う

た
め

の
技

術
力

を
習

得
し

ま
す

。
さ

ら
に

、「
電

気
電

子
通

信
工

学
実

験
Ⅰ

、
Ⅱ

」
で

は
、
工

学
的

な
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
を

学
ぶ

と
共

に
、
デ

ー

タ
の

整
理

・
考

察
を

通
し

て
座

学
で

学
習

し
た

法
則

や
原

理
な

ど
の

よ
り

深
い

理
解

、
さ

ら
に

、
協

働
の

意
義

を
理

解
し

ま
す

。
 

 3
年

に
お

い
て

は
、

 

3
年

で
は

、
専

門
基

礎
科

目
で

学
習

し
た

内
容

を
足

掛
か

り
と

し
て

、
各

自
の

目
指

す
学

問
に

つ
い

て
専

門
分

野
の

科
目

を
通

じ
て

深
く

理
解

し
、

そ
し

て
、

自
分

自
身

の
言

葉
で

現
象

を
説

明
で

き
る

よ
う

に
研

鑽
し

ま
す

。
ま

た
、

強
電

系
お

よ
び

弱
電

系
の

実
験

を
お

こ
な

う
「

電
気

電
子

通

信
工

学
実

験
Ⅲ

（
3
年

春
学

期
）
、

Ⅳ
（

3
年

秋
学

期
）
」

を
通

じ
て

、
専

門
分

野
の

実
践

的
な

理
解

と
、

安
全

に
対

す
る

配
慮

を
習

得
し

ま
す

。
強

電
系

の
実

験
と

弱
電

系
の

実
験

は
、

1
年

を
通

し
て

腰
を

据
え

て
学

習
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
研

究
室

へ
の

配
属

が
お

こ
な

わ
れ

、
3
年

で
は

卒
業

研

究
に

必
要

と
な

る
基

礎
的

な
知

識
や

技
術

を
学

修
す

る
「

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
」

を
履

修
し

ま
す

。
な

お
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
就

職
に

関
す

る
各

種

の
セ

ミ
ナ

ー
や

行
事

が
本

格
的

に
開

催
さ

れ
ま

す
の

で
、

将
来

を
見

据
え

た
準

備
も

進
め

ま
す

。
 

 4
年

に
お

い
て

は
、

 

3
年

で
配

属
さ

れ
た

研
究

室
に

お
い

て
、
「

卒
業

研
究

Ⅰ
」

お
よ

び
「

卒
業

研
究

Ⅱ
」

を
お

こ
な

い
ま

す
。

大
学

で
学

修
し

た
知

識
と

技
術

の
融

合
化

を
お

こ
な

い
な

が
ら

研
究

を
進

め
、

そ
の

内
容

を
卒

業
論

文
に

ま
と

め
ま

す
。

ま
た

、
研

究
を

通
し

て
企

画
力

、
問

題
解

決
力

、
プ

レ
ゼ

ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

協
働

力
、

そ
し

て
、

課
題

に
対

し
て

能
動

的
に

取
り

組
む

力
を

身
に

付
け

ま
す

。
卒

業
研

究
に

合
格

す
る

に
は

、
徹

底
し

て

研
究

に
取

り
組

ん
だ

上
で

、
中

間
報

告
書

の
提

出
、
卒

業
論

文
の

提
出

、
卒

業
研

究
発

表
会

で
の

発
表

が
必

要
で

す
。

4
年

で
は

こ
れ

ら
の

研
究

活

動
と

並
行

し
て

、
大

学
院

へ
進

学
す

る
か

就
職

す
る

の
か

を
決

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

研
究

と
自

身
の

将
来

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
考

え
な

が
ら

、

研
究

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

 オ
ー

プ
ン

履
修

、
及

び
単

位
互

換
に

つ
い

て
 

①
オ

ー
プ

ン
履

修
：

所
属

学
科

以
外

に
配

当
さ

れ
て

い
る

所
定

の
学

科
専

門
科

目
に

つ
い

て
、

担
当

教
員

の
許

可
を

受
け

た
う

え
で

履
修

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
（

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

プ
ロ

グ
ラ

ム
対

象
科

目
も

含
ま

れ
ま

す
）

 

②
単

位
互

換
：

協
定

の
あ

る
他

大
学

に
よ

る
指

定
さ

れ
た

講
義

を
受

講
し

、
こ

れ
を

本
学

で
の

卒
業

要
件

に
含

む
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

※
オ

ー
プ

ン
履

修
、

及
び

単
位

互
換

は
、

合
わ

せ
て

最
大

6
単

位
ま

で
卒

業
要

件
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

※
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

P
5
5
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

※
資

格
等

の
試

験
合

格
に

よ
る

単
位

認
定

に
つ

い
て

は
規

程
参

照
 

 教
職

課
程

 

指
定

さ
れ

た
専

門
科

目
と

所
定

の
教

職
科

目
を

履
修

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
中

学
校
「

技
術

」
、「

数
学

」
、
お

よ
び

高
等

学
校
「

工
業

」
の

免
許

を
、
卒

業
と

同
時

に
取

得
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
履

修
方

法
は

、
教

職
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

配
布

さ
れ

る
「

教
職

課
程

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。
な

お
、
教

職
科

目
は

、
1
年

秋
学

期
の
「

教
職

論
」
か

ら
始

ま
り

ま
す

。
免

許
取

得
希

望
者

は
、
ま

ず
は

こ
の

科
目

を
必

ず
履

修
し

て
く

だ
さ

い
。
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